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1.  はじめに 

1.1. 研究背景と目的 
著者らはこれまで，歴史的建造の保存再生に向けた

BIM モデルの構築方法について検討を行ってきており 1）

2）3），本報はそれに続くものである． 
歴史的建造物は，地域の歴史的事象や文化を継承し，

文化創造の核となる大きなポテンシャルを有しているこ

とから，地域資源の一つとして各地で重要視されている．

しかし，動態保存の導入，現在の地域住民ニーズを反映

したコンバージョンの推進が課題として挙げられる．こ

のような背景の中，昨今では歴史的建造物の利活用を推

進するために，VR や AR を使用したデジタルコンテン

ツを活用した新しい取り組みが進められている（文化庁

（2017））．これらのベースとなるツールとして，歴史的建

造物においても建設業界で導入が進む BIM の導入が有

効とされている． 
 本研究では，歴史的建造物の中でも，現存する近代化

遺産を対象とし，実験設備や家具を含む複数年代の BIM
再現モデルを構築することで，歴史的変化がどの程度反

映するかという観点から，BIM モデルに時間軸情報を付

加させることを目的とする． 

1.2. 既往研究と本研究の位置付け 
 本研究は，建造物の持つ歴史的事象から，BIM モデル

に時間軸情報を付加させる BIM の新しい構築手法を検

討したものである．著者らは，既往研究において近代化

遺産における空間利用の変化に対し，BIM モデル構成情

報とその変化を数値的に分析した．その結果，BIM 上で

最も情報の変化が多かった BIM モデルは，特殊設備であ

ったことが明らかになった 3）．本報では，研究対象領域

及び対象年代を拡大することに加え，特殊設備の具体的

な変化が起こった位置と歴史的事象との関連性を検討し

たものである． 
 

2. 研究方法 
2.1. 旧理化学研究所板橋分所 
東京都板橋区加賀公園内に現存する旧理化学研究所板

橋分所は，1876 年に明治政府が設置した初の近代的な火

薬製造所として建設された．当該地で行われた諸研究が，

現在の板橋区における産業の発展を象る場所として，

2017 年に国史跡に指定された³⁾．本研究では，現存する

資料から過去の使用状況が確認できたE棟に限り調査し，

BIM モデル化を行った（図 1）． 

 
図 1 旧理化学研究所板橋分所 E 棟：平面図 
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2.2. BIM 再現モデルの作成方法 
BIM 再現モデル作成手順を図 2 に示す．本研究では

2021 年に測量した点群データ注 1⁾を用いて BIM モデル

を作成した．点群データは，物体表面の位置情報と色彩

情報を持っている点の集まりであり，見た目は 3 次元モ

デルである一方で，壁やドアといった属性に分かれてい

ない．そこで，Autodesk 社の ReCap Pro 2022 と Revit 
2022 を用いて点群データをトレースすることで，各属性

情報を付加させた BIM モデルを作成した．点群より作

成した BIM モデルを現在の建物と同じ状態に配置した

ものを“現状 BIM 再現モデル”とする．建築躯体その

ものは旧陸軍板橋火薬製造所時代に竣工したものである．

そこで，現状 BIM 再現モデルに，建造物使用者へのヒア

リングや現地調査，写真を基に作成した実験施設や家具，

什器を作成した‘追加ファミリ’を挿入することで，過

去の姿を忠実に再現した．これを“過去 BIM 再現モデ

ル”とする（図 3）． 
 
2.3. BIM 再現モデル対象年代と歴史的事象 

本研究は， 2015 年・2005 年・1996 年・1981 年・1966
年の 5 年代を研究対象とした．対象敷地である旧理化学

研究所板橋分所は，加賀藩前田下屋敷，旧陸軍板橋火薬

製造所，そして理化学研究所板橋分所と，大きく 3 つの

時代を有しているが，対象年代は全て理化学研究所板橋

分所時代に属する．特殊法人理化学研究所が入所した

1958年からの空間利用の変遷をまとめたものを図 4に示

す．図 4 より，各部屋が年代変化に伴い，用途変更があ

ったことが分かる． 

 
図 2 BIM 再現モデル作成の流れ 

 

a. 1966 年 BIM 再現モデル 
 

 
b. 1981 年 BIM 再現モデル 

 

 
c. 1996 年 BIM 再現モデル 

 

 
d. 2005 年 BIM 再現モデル 

 

 
e. 2015 年 BIM 再現モデル 

 
図 3 過去 BIM 再現モデル 
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2.4. 特殊設備 
図 4 より，使用用途の変更が各部屋で見受けられる．

これは，世相を反映した実験内容の変化に伴うものであ

り，実験で使用する特殊設備の種類や数もその都度大き

く変化している．そこで本報では，近代化遺産の歴史的

事象に大きく影響を受ける特殊設備に着目した分析を行

った．複数年代間の BIM 再現モデルの作成に伴った特殊

設備の BIM 上の変化は「設置」，「除去」，「移動」，「不変」

の 4 種類であった．本研究では以上の 4 種類に着眼して

分析した．BIM モデルの変化の様子を図 5 に示す． 
 
2.5. BIM モデル変化量の発生位置 
 BIM モデルの変化量とその発生位置の関係性を明確

にするため，研究対象領域を 500×500mm のグリッドで

分割し，特殊設備の変化が生じる箇所を考えた．グリッ

ド内に存在した特殊設備の変化を種類別にして視覚化す

る（図 6）．色の濃淡は変化量の大きさを示しており，色

が濃いほど変化量が大きく，色が薄いほど変化量が小さ

いことを表す．また，表 1 は図 6 のグリッド数を年代別

に示したものである．1 マス分を 1 として，1 マスに色が

重なった場合，その重なり回数分の総計を算出した． 
 
3. 結果と考察  
3.1. BIM モデル変化量の位置関係と歴史的事象 
図 6は，各年代における特殊設備のBIM上の変化を「設

置」，「除却」，「移動」，「不変」の種類別にその発生個所

を表したものであるが，これより，4 種類の変化の中で，

「設置」と「除去」が顕著であることが確認できる．また，

部屋ごとに着目すると，特に 1 号室と 2 号室で BIM 上の

変化が盛んであったことが明確である．これは，1 号室

付近に搬入口の存在があるというシンプルな要因が関係

している注 2）．以上より，搬入口の存在が特殊設備の搬入

を容易にするため，歴史的価値の高い空間利用に関係す

る大きな変化に繋がっていることが判明した． 

3.2. 年代別 BIM モデル変化量と歴史的事象 
 表 1 は，年代ごとの BIM モデル変化量を示したもので

あり，1966 年：281，1981 年：121，1996 年：425，2005
年：233，2015 年：317，2021 年：287 であり，1996 年が

最も多くの変化がみられることがわかった．これは，1981
年から 1996 年代にかけて，宇宙線観測データ解析をはじ

めとする電子機器計算機の活用に関する研究から ELID
研削法による表面研削加工技術を中心とした研究内容に

変わった注２）５）ことに起因していると考えられる．つま

り，1996 年における数値の向上は，歴史的価値の高い研

究内容の変化に伴う，研究者や実験設備の変更によるも

のであることが証明された． 
 

 
図 4 旧理化学研究所板橋分所（E 棟）空間利用変遷 

 
a. 2015 年 BIM 再現モデル 1 号室 

 

 
b. 2015 年 BIM 再現モデル 1 号室 

 

 
c. 2021 年 BIM 現状モデル 1 号室 

 
図 5 BIM モデルによるレンダリング画像 
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5. まとめ 
以上本研究では，近代化遺産を対象とした BIM モデル

に時間軸情報を付加させることを目的として，複数年代

の BIM 再生モデルを構築し，特殊設備の具体的な変化が

起こった位置と歴史的事象との関連性を検討した．その

結果，特殊設備に関する４種の操作の偏在と，関係する

要因と結果から，歴史的事象との関係性を明らかにした． 
本研究で対象とした旧理化学研究所板橋分所（E 棟）

では，実験設備である大型の電子計算機の小型化に伴い

電気計算機の専有面積が減った結果，他の実験設備，工

作機械の導入に結びついていた．一方で工作機械の導入

は壁の破壊と再建をもたらした．これらの歴史的事象に

より，BIM 再現モデルの変化は特殊設備の変化と躯体

（壁）の一部変化が顕在化している結果となっている． 
歴史的建造物の価値は，歴史的事象の反映の程度によ

り高まり，その部分の保存と顕在化が求められる． 
現在，本研究の結果をもとに，各年代一つ一つの BIM

再現モデルをデータ的にリンケージするなど，BIM に時

間軸の概念を導入した 4 次元化を進めている．この過程

で，過去の姿の VR コンテンツの作成が出来ているが，

現状他のレンダリングソフトを経由しているため，経年

変化における仕上げ材の‘劣化’を BIM 上で情報管理す

る点において課題があげられる．そこで，今後の発展と

して劣化情報を BIM へ付加することで，VR 化の自動化

が可能になることが考えられる．歴史的事象との関連性

の制度を向上させることで，歴史的建造物の今後の発展

に少しでも寄与したい． 
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a.  平面図（グリッド線：500mm×500mm） 

 
b.  設置 

 
c.  除却 

 
d.  移動 

 
e.  不変 

図 6 BIM モデル変化量の位置関係 

表 1 年代別 BIM モデルの変化量 

1966年 1981年 1996年 2005年 2015年 2021年

設置 281 32 144 17 116

除却 8 226 14 41 234

移動 4 2 19 19 0

不変 77 53 183 141 53

合計 281 121 425 233 317 287
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